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発表題目： 
1. Effect of centrifugation and microparticle-derived coagulation 
activity on routine coagulation tests. 
2. Commercially available ELISA kit detects factor VIII inhibitory 
antibodies earlier than Bethesda assay, in severe hemophilia A 
patient with joint pain. 
3. A case of lupus anticoagulant-hypoprothrombinemia syndrome 






































らと HBM の Amiral 顧問、Vissac
社長らで意見交換と共同研究続行
を決定した。HBM 社内の研究設
備見学では、たんぱく質科学の手
法が実務として活用されていることに感激し、これからの臨床検査技師の職場として、臨
床検査試薬研究開発会社も選択肢として大切と実感でき、本学の教育や就職に役立つ方向
性の一つを見出した。 
なお、学会主催のパーティーは、ブリュッセル市内中心部にある王立美術館内を開放し
て行われ、学会長はじめ各国から参加の先生方と親交を深めることができ、次回のバンク
ーバーでの再会を約束した。 
余談であるが、ホテルから学会場への道を少し横にず
れると、有名な小便小僧があると聞いたので行ってみ
ると、驚くほど小さいもので、やはり本物を見て実感
することは大切である。学会開催地のブリュッセルの
町は治安もよく、料理、特にムール貝の料理とビール
が素晴らしく、共同研究の先生方と楽しいひと時を過
ごすことができ、今後への活力を得た素晴らしい体験
であった。 
次回は、本学の若い先生方と一緒に参加したいもので
ある。 
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